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◆会長報告 
  先日は情報集会お疲れのところ多数の出席をいただきありがとうございます。また、田中さんには多額の

気付きウォいただきました。スマイルとしていただきましたことを報告させていただきます。情報集会での

気付ではありますが、現在の社会状況の中で商業社会道徳、品性の欠如が目に付くようになっていますが、

我々ロータリアンには、職業倫理を重んずる、実業人、専門職業人の集まりです。その組織が拡大するにつ

れて、ロータリーは幅広い奉仕活動を求められるようになり多方面で貢献しております。 
 「ロータリーの綱領」は有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹くしこれを育成する、特に次の項目です。 
 第 1 奉仕の機会として知り合いを広めること。 
 第 2 事業および専門職務の道徳的水準を高めること。 
  あらゆる有用な業務は尊重されるべきであるという認識を深めること。そしてロータリアン各人が業務を

通じて社会に奉仕するために、その業務を品位有らしめること。 
 第 3 ロータリアンすべてがその個人生活、事業生活、および社会生活に常に奉仕の理想を適用すること 
 第 4 奉仕の理想に結ばれた、職業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と平

和を推進すること。 
 
◆幹事報告 
 ロータリー囲碁同好会より ロータリー国際囲碁大会のお知らせ 
 RI 第 3690 地区（韓国）地区大会参加者募集のお知らせ 
（例会変更） 
  福山東 RC 3 月 14 日（水）18：30～  慶昇楼  夜間例会 
 
◆出席報告  ○会員数 37 名  ○出席率 82.35% 
        欠席者 6 名    西川さん 佐藤(直)さん 津田さん 入川さん 角田(英)さん 
                    麦谷さん  
 
       前々回 2 月 3 日  ○補正出席率  91.18％ 
       メイキャップ     平田さん 
 
◆スマイル BOX 
 会員創業創立記念祝   武田正敏さん   ㈱栄光      50 年 2 月 1 日 
             梅西啓二さん   ㈲爽風苑    H13 年 2 月 8 日 
             中元弘一さん   ㈱中弘興業    49 年 2 月 10 日 
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◆申告スマイル 
 門田一治会長……13 日の情報集会出席者の皆さんご苦労様でした。武郷さん本日の卓話よろしくお願い致

します。徳永さん今日はデジカメを格安で納めてくださりありがとうございます。 
 前田真治さん……本日のプログラムは会員卓話でレジメまで用意していただきありがとうございます。武郷

さんよろしくお願い致します。 
 佐藤俊之幹事……先日の情報集会参加の皆様お疲れ様でした。本日のプログラムは、武郷さんの会員卓話で

す。よろしくお願い致します。 
 今井尚正さん……17 日母の 49 日法要無事務めさせていただきました。その節はご厚志、ご厚情賜りありが

とうございました。返礼の変わりにスマイルさせていただきます。 
 武郷義昭さん……当番でお話をする機会をいただきました。時あたかも確定申告、真只中であります。税務

署を退職して 2 年半となりますが、現職冬至を思い出しながら確定申告にかかわる話をしてみようと思い

ます。職業柄堅い話になろうかと思いはすが、あしからずご容赦ください。 
 田中信一さん……過日の情報集会で大変お世話になりました。皆様のご厚情に改めて感謝いたします。 
 角田浩樹さん……今日の例会前に門田会長から仕事の話をいただきました。ロータリーの友情に感謝しスマ

イルします。 
 
◆プログラム：「確定申告について」：武郷義昭さん 
 税理士の使命 
  税理士は、税務に関する専門家として、独立した公正な立場において、申告納税制度の理念にそって、納

税義務者の心霊にこたえ、租税に関する法令に規定された納税義務の適正な実現を図ることを使命とする。 
 確定申告余話 
  （1）確定申告の必要な人 
  （2）申告相談の推移 
     イ 集団指導方式 
     ロ 申告書作成の機械化 
       ①タッチパネルの普及 
       ②確定申告書等作成コーナーの普及 
       ③電子申告・納税システム（e-Tax）の普及 
       ④KSK システム（国税総合管理システム）の普及 
  （3）諸控除の廃止 
  （4）定率減税の廃止 
 
 
 
 
◆次回例会  3 月 6 日（火）会員卓話 会員増強委員長 
       3 月 13 日（火）会員卓話 岡本征三さん 
 
 
 
 
 


